
●問い合わせ

広報 臨時号

芦屋市役所　　　　　　　　　  31-2121

水道部　総務課　　　　　　 38-2080

　　　　　　　営業課　　　　　　 38-2082

　　　　　　　工務課　　　　　　 38-2084

水道特集

平成1 8年
（2 0 0 6年）１１月１５日号

今期の課題
目標/平成21年度

か
ら
、
四
億
一
千
六
百
万
円
余
り
に
減
少
し
ま
し

た
。
な
お
、
平
成
十
八
年
四
月
よ
り
、
水
道
料
金
を

平
均
八
・
九
％
の
改
定
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
平
成
二
十
一
年
度
の
累
積
赤
字
は
二
億

六
千
万
円
ま
で
減
少
す
る
見
通
し
で
す
。

　

ま
た
事
業
面
で
は
、
奥
山
浄
水
場
の
計
装
設
備

◆
高
座
川
配
水
区
等
の
施
設
整
備
計
画
の
見
直
し
に
よ
る
工
事
コ
ス
ト
の
縮
減

◆
高
金
利
借
入
金
の
繰
上
償
還
に
よ
る
支
払
利
息
の
軽
減

◆
阪
神
水
道
企
業
団
か
ら
の
受
水
費
の
軽
減

◆
資
産
の
有
効
活
用
を
図
る

◆
事
務
事
業
の
さ
ら
な
る
効
率
化
や
組
織
の
見
直
し

18～21年度21年度20年度19年度18年度項　　目

7,352,8781,859,5181,848,7651,827,4311,817,164給 水 料 金

630,000150,000150,000180,000150,000分 担 金

110,2117,11074,85328,248─他 会 計 補 助 金

236,00059,00059,00059,00059,000そ の 他

8,329,0892,075,6282,132,6182,094,6792,026,164収 入 計

1,365,395321,731385,335346,760311,569人 件 費

1,488,077386,302372,760379,767349,248物 件 費

3,034,801758,181758,181760,258758,181受 水 費

1,706,776444,935425,504418,313418,024減 価 償 却 費 等

453,973127,830118,901109,53997,703支 払 利 息

8,049,0222,038,9792,060,6812,014,6371,934,725支 出 計

280,06736,64971,93780,04291,439収 支 差 引

00000受 託 工 事 収 支

-19,600-4,900-4,900-4,900-4,900特 別 損 益

260,46731,74967,03775,14286,539純 利 益

－-259,533-291,282-358,319-433,461未処分利益剰余金

平成18年度～21年度財政計画 単位：千円(税抜き)

増　減平成17年度平成16年度

２人41人39人職 員 数

760人90,721人89,961人給 水 人 口

122,27511,573,47511,451,200総 配 水 量

△11,3651,491,3651,502,730自 己 水 量

113,64010,082,1109,948,470阪水受水量

92,14110,671,85410,579,713有 収 水 量

△0.18％92.21％92.39％有 収 率

１億3,081万円21億9,110万円20億6,029万円水道事業収益

7,886万円20億9,682万円20億1,796万円水道事業費用

5,195万円9,428万円4,233万円純 利 益

△9,428万円４億1,627万円５億1,055万円累積欠損金

　

本
年
度
の
総
配
水
量
は
年
間
千

百
五
十
七
万

で
、
前
年
度
比
一
・

一
％
増
加
し
、
料
金
収
入
と
な
る

有
収
水
量
は
年
間
千
六
十
七
万

と
な
り
九
万

（
〇
・
九
％
）
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。

　

給
水
人
口
は
、
前
年
度
よ
り
七

百
六
十
人
（
〇
・
八
％
）
増
加
し
、
九

万
七
百
二
十
一
人
と
な
り
ま
し
た
。

人
口
の
伸
び
と
と
も
に
総
配
水
量

は
伸
び
ま
し
た
が
、
一
人
一
日
当

た
り
の
使
用
水
量
で
み
る
と
、
三

百
五
十
リ
ッ
ト
ル
で
、
前
年
度
よ

り
二
リ
ッ
ト
ル
の
微
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。　

　

事
業
収
入
の
主
な
も
の
と
し
て
、

給
水
料
金
は
二
千
三
百
七
十
一
万

円
（
一
・
四
％
）
増
の
十
六
億
七
千

二
百
九
十
八
万
円
、
受
託
工
事
収

益
は
一
億
千
四
十
六
万
円
（
三
二
・

六
％
増
）
で
、
分
担
金
収
入
は
三
億

千
六
十
六
万
円
（
六
七
.
二
％
増
）

と
な
り
、
収
入
総
額
は
二
十
一
億

九
千
百
十
万
円
（
六
・
四
％
増
） 
と

な
り
ま
し
た
（
グ
ラ
フ
①
）
。

　

一
方
、
事
業
費
用
は
減
価
償
却
費
等
の
増
加
や

退
職
者
増
に
よ
り
前
年
度
比
六
・
四
％
の
二
十
億

九
千
六
百
八
十
二
万
円
（
グ
ラ
フ
②
）
と
な
り
、
差

引
収
支
は
九
千
四
百
二
十
八
万
円
の
純
利
益
を

計
上
し
、
単
年
度
黒
字
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
累
積
赤
字
は
五
億
一
千
万
円
余
り

問い合わせ　水道部総務課　 38-2080

グラフ①

グラフ②《平成18年度～21年度実施予定の主な整備事業》
◆高座川配水区の整備　　　　　　　   工事費　約5.3億円

◆配水管新設（山手幹線）　　　　　　  　 〃　  約4.4億円

◆老朽管の更新　　　　　　　　　      　〃　　約9.4億円

◆六麓荘地区整備　　     　　　　　　    〃　　約0.6億円

◆南芦屋浜地区の整備      　　　　　　   〃　　約2.5億円

◆緊急貯水槽の設置　   　　　　　　      〃　　約0.8億円

◆配水池躯体の補強　    　　　　　　     〃　　約0.5億円

◆奥谷ポンプ場の新設

　（阪神水道企業団との共同施行、費用は次期財政計画で計上）

　　合　　　計　　　　　　  　　　　　　     約 23.5億円

平成17年度の水道料金100円当たりの使い道は、次のとおりです。

や
老
朽
管
の
改
良
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
安
全
・
安
心
で
良
質
な
水
を
、

安
定
し
て
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　水道料金の使い道　－平成17年度決算－

※「水道事業経営の健全化について」の詳しい内容は、市ホームペー

　ジ(http://www.city.ashiya.hyogo.jp/)に掲載しています。　

平成17年度決算概要

　　　　■人 件 費　職員の給料および手当等

　　　　■物 件 費　原水をきれいにして水を送る費用

　　　　■受 水 費　阪神水道企業団から水を購入する費用

　　　　■減価償却費等　施設の整備改良を図るための費用

　　　　■支 払 利 息　施設の建設に要した借入金の利息

人件費

21円

物件費

22円

受水費

36円

減価償却

費等　　

17円

支払

利息

４円

水
道
事
業
経
営
の
健
全
化
に
向
け
て


